


－64－  

６  基  金 

  基金は、条例の定めに基づき基金の積立、運用、取崩しを行うもので、現在、三重県には、表 29

のとおり、28の基金があります。 

  平成 17 年度末での基金現在高は、約 860 億円で、表 28 及び巻末資料 32 のとおり、16 年度末現在

高と比較して約 60億円、6.5％の減額となりました。 

  一方、平成 4年度からの基金年度末現在高の推移についてみてみると、過去の残高がピークであっ

た平成 4年度末には約 2,104億円となっていたものの、図 41及び巻末資料 33のとおり、その後漸次

減少し、平成 13年度末には 1,000億円を下回り、さらに平成 18年度末見込額は約 490億円で、平成

４年度末残高の 23.3％となります。これは、景気低迷のもと、厳しい財政運営が続くなかで、巻末資

料 33のとおり、財政調整基金など多額の基金取崩しを行ってきたことによるものです。 

（（注）平成18年度末見込額は、平成18年7月31日現在での見込額です。） 
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図41  基金年度末現在高の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （注）平成17年度末までは決算額、平成18年度は7月31日時点での年度末見込額です。  

    （注）現在高は表29の28基金の合計、金額は億円単位で四捨五入してあります。 


